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新 年 の ご 挨 拶 

あけましておめでとうございます。吉田地区の皆様方におかれましては、穏やかな新春をお迎えのことと、 

お喜び申し上げます。昨年中は、公民館事業、コミュニティ事業に対しまして多大 

なるご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

 本年も新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、事業を行っていきたいと 

考えております。皆様のご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

吉田コミュニティ運営協議会  会長 菅原 直行 

行 事 報 告 

健康スポーツ教室 第２回学習会（１２月１６日） 

    

 株式会社マルシンクの薄井愛氏を講師に迎え、家でもできるストレッチングと筋力トレーニングを教えて

頂きました。 

 家事の合間にできるようなものばかりだったので、「覚えやすいものばかりで、家でも続けられそう。」 

「家に帰ったら、旦那に教えて二人でやります。」と皆さんとても満足されているようでした。家でも継続し

健康な一年を過ごしたいですね。 

ひまわり家庭教育学級 クリスマスお楽しみ会（１２月２２日） 

   

米山東幼稚園の行事「クリスマスお楽しみ会」と合同で家庭教育学級を開催！園児の盛り沢山の計画に 

仲間入りしました。 

一部・・・親子で一緒に一足早いケーキ作り。同じ食材でもみんな違うデコレーション。 

みんな美味しそう！ 

二部・・・親子でダンス＆クリスマスツリー作り。一緒に楽しく元気に踊りました。 

ツリーが出来上がったら突然、サンタさんが大きな袋にいっぱいのプレゼントを持って登場！！ 

遊戯室に園児の割れんばかりの驚きの声が響きました。サンタさんにプレゼントを貰った園児。

と思いきや保護者の方々も。（一番喜んだのはもしかしたら保護者の方々！？） 

最後はお楽しみ会にふさわしく給食はクリスマスメニュー！に親子で作ったケーキ。 

とても満足な一日でした。 

 

吉田コミュニティ運営協議会 

 

裏面もご覧ください 



 

 

吉田女性サークル 第５回学習会（１２月２８日） 

   

毎年、学級生から好評のお正月用フラワーアレンジメント。今回も“ 新しい年を綺麗な花で迎え 

ましょう！ ”ということで、有限会社 北流園芸の小野寺氏を講師に迎え、アレンジメントを行いました。

約１０種類の花材を使い、アレンジ開始！同じ花材でも花の大小や枝ぶりなど違うため、皆さん最初は 

どこにどの花を配置するか悩んでいましたが、少しでもお手本に近づけるよう考えながら生けていました。

最後には、それぞれの個性を生かした素晴らしいアレンジメントが出来上がり、皆さん喜んでいました。 

今 後 の 行 事 予 定 

１月２０日（木） ひまわり家庭教育学級 陶芸教室 

１月２７日（木） 健康スポーツ教室 第４回学習会 

１月２８日（金） 歴史講座「温故知新」移動研修会（東北歴史博物館） 

館長の戯言（ざれごと）№ ５ 「おしょすい・おしょしい」 （ 参考図書：とうほく方言の泉 ） 

 

公民館スタッフ４人のおしょすい格好の写真で年賀のご挨拶をしました。本年もおしょしくない公民館 

事業を行いますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、今回は恥ずかしいの意味で使っている「おしょすい」を取り上げます。決してお小水ではありま 

せん。元々は「めずらしいすぐれたこと」の意味で平安時代に使われていた「勝事（しょうじ）」が室町時代

になって「困ったこと」「笑いも止まらぬほどのこと」の意味に変化し「笑止」という字が当てられた。その

後「困ったこと」が「気の毒」と解され、江戸時代までには他人の「困っていること」を「笑うべきこと」

として「おかしい」の意味に変化し、四字熟語「笑止千万」が生まれた。ところが「気の毒なこと」を自分

では「恥ずかしいこと」と受け止めたことから恥ずかしいという意味で使うようになり、東北や中部に方言

として残っているとのことで、当地方は丁寧に「お」まで付けて「おしょしい」と言っています。時代と 

ともに変化する典型的な言葉の一つだそうです。 

 


